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第３章 地域の整備計画 

 

3.1 上位計画・関連計画の概要 

本計画策定に関わる国、県、市の主な上位計画・関連計画、それらの基本理念、基本方

針等の概要を以下に整理する。 

（1）国の計画等 

 

☆環境に関する最

上位計画

◆環境基本計画
（平成6年12月策定、

平成12年12月第二次

策定、平成18年4月第

三次策定）

 

「環境から拓く新たな

ゆたかさへの道」

◎環境政策の展開の

方向

①環境的側面、経済的

側面、社会的側面の統

合的な向上

②環境保全上の観点

からの持続可能な国

土・自然の形成

③技術開発・研究の充

実と不確実性を踏まえ

た取組

④国、地方公共団体、

国民の新たな役割と参

画・協働の推進

⑤国際的な戦略を持っ

た取組の強化

⑥長期的な視野から

の政策形成

☆
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に
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す
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画
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画

☆
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政
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す

る

施

策

等

の

展

開

方

針

◆食料・農業・農村基本計画（平成12年3月策定、平成17年3月改訂）
◎基本的な方針
 ①食の安全に対する信頼の回復、健全な食生活の実現
 ②多様かつ高度なニーズに的確に応え得る生産体制への転換

 ③担い手の育成・確保や農地の利用集積、地域農業の再編の推進

 ④地域の個性・多様性の重視、多様な主体の参画

 ⑤農業の国際競争力の強化

●基本的な視点
 ①効果的・効率的で分かりやすい政策体系の構築
 ②消費者の視点の施策への反映

 ③農業者や地域の主体性と創意工夫の発揮の促進

 ④環境保全を重視した施策の展開

 ⑤農業・農村における新たな動きを踏まえた「攻めの農政」の展開

◆土地改良長期計画（平成15年10月策定）
◎土地改良事業についての基本的な方針
①「いのち」の視点
 安全で安心な食料を安定的に供給すること等による、国民・消費者の「いのち」
を守る農業・農村の基盤づくり。

②「循環」の視点
 自然循環を基礎とする農業の基盤づくりによる有機性資源や農業用水の循環等を
通じた、「循環」を基礎とした社会の構築。

③「共生」の視点
 農業の持続的な営みや、美しく心安らぐ国民のふるさとづくりにより、人と自
然、都市と農村の「共生」を実現。

◆21世紀新農政2007（平成19年4月決定）
◎基本方針と展開施策
Ⅰ.食と農に関する新たな国家戦略の確立
  1.国際的な食料事情の変化に対応した新たな食料戦略の確立

  2.我が国農林水産物・食品の市場の拡大

  3.WTO農業交渉、EPA交渉への戦略的取組

Ⅱ.国内農業の体質強化

  1.担い手への施策の集中化・重点化
  2.農地政策改革

  3.食料供給コストの縮減

  4.イノベーション・知的財産の力による農業の潜在的な力の発揮

Ⅲ.国民・消費者の視点に立った食料政策の展開

  1.食品の安全と消費者の信頼確保に向けた取組の充実

  2.農林漁業体験活動を通じた食や農への理解の増進

Ⅳ.地球温暖化対策等の資源・環境対策の推進

  1.バイオマスの利活用の加速化

  2.食品リサイクルの推進

  3.地球環境保全に対する農林水産業の積極的な貢献

Ⅴ.「美しい国」の原点である農山漁村地域を守り、活性化する政策の推進

  1.農山漁村活性化に向けた地域の創意工夫の後押し

  2.暮らしを守る鳥獣害対策の展開
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（2）県の計画等 
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◆新潟県環境基本計画（平成9年3月策定、平成14年4月改訂、平成19年3月新規策定）
◎基本理念：環境が拓く魅力あふれる新潟のくらし～新潟エコスタイルの実現～

○基本目標と重点施策

豊かな自然とふれあう新潟の

実現
・トキの野生復帰への取組

・優れた環境のブランド化と発信

クリーンな水、さわやかな空気

の新潟の実現
・有害化学物質等による環境リスクの低減

・災害時の廃棄物広域処理体制と環境モニタリング体制の整備

・ゴミゼロ社会を目指した循環型社会の実現環境の環が広がる新潟の実現

◆にいがた農林水産ビジョン（平成13年3月策定、平成18年3月改訂）
◎めざす姿：安全・安心で豊かな食と緑の故郷づくり
○視点と方向

・大消費地での「安全・安心なにいがた」イメージの定着

・生産地と消費地がより密着した流通システムの構築

・「安全・安心」「こだわり」による高付加価値化の推進

「安全・安心なにいがた」ブラン

ドイメージの確立による高付加価

値化、有利販売の推進

若者やU・Iターン者が魅力を持っ

て取り組める農業の展開

・他産業並みの所得を確保する農業経営の育成

・所得1000万円を超えるモデル経営体の育成

県土の保全や洪水防止等、多面的

機能を発揮する中山間地域の維

持・発展

・観光と産業の連携による中山間地域への誘客促進

・多様な地域資源を活用した新たなビジネスの展開

・建設業との連携、定年就農者等による担い手確保と定住促進

◆新潟県農業農村整備長期計画（平成16年3月策定）
◎視点と施策目標

県民・消費者の「いのち」を守る農業・農村

の基盤づくり
・意欲と能力のある経営体の確保・育成

・総合的な食料供給基盤の強化

・持続的な農業生産を支える用排水機能の確保

・安全・安心な地域社会の形成への貢献「循環」を基調とした社会の構築

人と自然、都市と農村の「共生」の実現

・土地改良施設の管理体制の強化

・循環型社会の構築に向けた取組み

・自然と共生する農村環境の創造

・いきいきとした個性豊かなむらづくり

◆新潟県「夢おこし」政策プラン（平成18年3月策定）
◎基本理念：「将来に希望の持てる魅力のある新潟県の実現」－住みたい新潟、行ってみたい新潟－

○政策目標
　 1.本県産業をめぐる経済環境を整え、産業の高付加価値化を進める

　 2.県民が安全で安心して暮らせる新潟県をつくり県民満足度を高める

○政策の展開（農業、環境関連）

多面的な農林水産業政策

の展開

環境の保全と循環型の地

域社会づくり

①産業として成り立つ農林水産業の展開

②農山漁村の多面的機能の発揮

③若者に魅力的な住み良い農山漁村の生活環境整備

①人間と自然が共生するくらし

②安全で快適な環境づくり

③資源を大切にする循環型の地域社会づくり
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（3）市の計画等 
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画

◆長岡市都市計画マスタープラン（平成11年4月策定、平成16年2月改訂）
◎都市づくりの目標
・新たな都市活力を育む都市づくり
・原風景と都市景観を大切にした住み良い都市づくり
・ゆとり・安心が生まれる都市づくり
・市民が主体となった個性ある都市づくり
・広域圏の中心都市となる都市づくり

○土地利用の将来像（都市環境形

成のあり方）

○都市環境・公園緑地形成の基本

方針

中小河川や拠点的な公園、レクリェーション資源、歴史資

産などを結ぶ「水と緑のネットワーク」の形成

・水と緑のネットワークづくり

・うるおいある市街地環境の形成

・農村環境の保全・育成

・自然環境の保全・育成

◆長岡市環境基本計画（平成8年3月策定、平成20年3月改訂）
◎理念：良好な環境の将来世代への継承
○望ましい環境像と施策の方向

1.環境汚染の少ない安全なまちを

めざして

大気汚染・悪臭の防止、水質汚濁の防止、土壌環境

の保全、静けさの保持、廃棄物の適正処理

2.心の豊かさが感じられる快適な

まちをめざして
自然環境の保全、環境資源の利用、都市アメニティの創造

3.地球環境にやさしい循環型のま

ちをめざして

地球環境問題への取組の推進、廃棄物の減量と

リサイクル、省資源・省エネルギー対策

環境教育の推進、市民の参画と協働4.自発的な活動の促進

◆長岡市総合計画（平成19年3月策定）
◎キャッチフレーズ：前より前へ！長岡　人が育ち地域が輝く
　　　　　 　　・市民一人ひとりが輝き、知恵と力を結集するまち
 　　　　　　　・豊かな自然や地域の歴史・文化が光るまち
 　　　　　　　・みんなで支えあい、誰もが安全に安心して暮らせるまち
 　　　　　　　・活気とにぎわいがあり、魅力ある文化と産業を創造するまち
 
　　　　　　　　戦略1 米百俵の精神を受け継ぎ、未来を創る人材を育てます
　　　　　　　　戦略2 多様な個性が輝き、ともに魅力を高めあう地域をつくります
 　　　　　　　 戦略3 創造的な復興をすすめ、日本一災害に強いまちをめざします
 　　　　　　　 戦略4 中越地域の発展を牽引する、活力ある拠点都市をつくります
○施策の大綱

〈分野別項目の施策の柱〉（環境、農業関連）

(1)市民との協働の推進

(2)市民満足度の高い自治体経営の推進

(3)地域情報化の推進

(4)男女共同参画の推進と人権の尊重

(5)多様な地域交流の推進

環境にやさしく、豊かな自然と調和するまちの

実現

(1)環境にやさしい循環型のまち

(2)身近な自然を守り育てるまち

地域経済が元気で、働きやすいまちの実現 (1)強い農林水産業と魅力ある農村のあるまち

構想実現のための共通の視点

◎基本理念

○まちづくり
　戦略
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◆長岡市緑の基本計画（平成14年8月策定、平成18年3月改訂）
◎基本理念：
　　　大河信濃川の恵みを生かし、次世代に引き継ぐ「水と緑のネットワークづくり」
○基本方針
 ・信濃川を主軸とした水と緑のネットワークづくり
 ・緑を活用した人・くらしづくり
 ・市民や行政、事業者等による協働と連携

◆長岡市都市景観基本計画（平成14年3月策定、平成18年9月改訂）
◎基本テーマ：自然と歴史を尊び、未来をひらくデザイン都市長岡
　　　　　　　　　　～調和と創造による新しいまちづくり～
○基本目標
 ・美しく豊かな自然と調和するまち
 ・歴史文化を育んできた原風景の保存・継承
 ・新しい時代に対応するデザイン性に富む、活力のあるまち
 ・自由で活発な活動の場の創出
 ・個性を生かした愛着と誇りの持てるまち
 ・中山間地域における震災からの復興

◆長岡市地域新エネルギービジョン（平成18年2月策定）
◎ビジョンの目標：環境にやさしいまちをめざして
○策定のねらいと目指すべき方向性

地域特性を生かした新エネルギーの導入 地球温暖化の防止

循環型社会の形成

産業の育成・雇用の創出

実現性を踏まえた新エネルギーの導入

自然にやさしい再生可能なエネルギーの導入

◆長岡農業振興地域整備計画(平成19年3月変更)
○農用地利用計画：農用地等利用方針

平地農村地域

本市の優良農業地域であるので、優良農地の確保・保全及びほ場の大区画

化や農道の整備などの生産基盤整備を推進するとともに、農村生活環境の

近代化や、農村景観・自然環境の保全を図り、快適でうるおいのある農村

空間を将来にわたって確保する。

一部地域において、都市化の進展に伴う無秩序な土地利用が見られるの

で、秩序ある土地利用により優良農地の確保・保全を図るとともに、農村

生活環境の近代化を推進する。

豊かな自然を背景に環境の浄化、水源の涵養、国土の保全等多くの公益的

機能を有しているので、その保全と活用を通じて都市と農村の交流を促進

するとともに、農村生活環境の近代化を図る。また草地、飼料作物及び特

産園芸作物としての開発を図る。

都市近郊地域

中山間地域
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3.2 環境・農業に関連する主な施策及び既存の計画 

長岡市総合計画における環境・農業関連の施策の内容を整理する。さらに先行して作成

された田園環境整備マスタープラン及び農村環境計画のポイントを整理する。 

（1）長岡市総合計画における環境・農業関連の施策 

◎環境にやさしい循環型のまち 

基本施策 施策の内容 

1.循環型のまちづくりに対する意識

の醸成 

①環境保全に対する啓発事業の推進 

②環境教育の推進 

2.環境保全への市民参画の推進 ①環境に関わる市民・団体の取組の推進 

②環境に配慮した事業者の取組の推進 

3.環境負荷が軽減されたまちづくり ①ごみの減量と資源のリサイクル事業の推進 

②廃棄物処理対策の推進 

③省エネルギー対策の推進 

④新エネルギーの利用促進 

 

◎身近な自然を守り育てるまち 

基本施策 施策の内容 

1.自然環境の保全と開発との調和 ①自然環境と調和した取組の推進 

②動植物の保全 

③健全な水環境の保全 

2.田園・里山環境の保全活用 ①住民参加による里山の活性・再生 

②地域資源を利用した交流事業の活性化 

③自然資源の活用を進める基盤整備 

 

◎強い農林水産業と魅力ある農村のあるまち 

基本施策 施策の内容 

1.競争力のある農林水産業の振興 ①「ながおか米」の生産振興 

②複合的な農業の導入支援 

③地産地消・食育の推進 

④農業生産基盤の整備と保全 

⑤林業の振興と森林整備 

⑥水産業の振興 

2.経営体・担い手の確保・育成 ①競争力のある経営体の育成 

②多様な担い手の確保 

3.農村環境・景観の整備・維持 ①農業・農村活性化に向けた環境整備の促進 

②都市と農村のふれあい交流の促進 
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（2）旧市町村の農村環境に関する計画 

①田園環境整備マスタープラン（旧 6 市町村） 

旧市町村名 環境保全目標（キャッチフレーズ） 環境保全の基本方針等 

長岡市  

～都市と農村の共生～ 

水と緑あふれるやさしい 

まちづくり 

●環境との調和に配慮した高生産農地の保全 

●都市と農業・農村の連携の強化 

●身近な生態系の保全・復元 

●森林、河川、農地の保全 

●環境施設等の維持管理に対する住民参加、行政

の支援 

中之島町 うるおいと活力にあふれる 

田園
ふ る

都市
さ と

なかのしま 

～都市と自然がつくりだす 

まちの息吹を求めて～ 

●適切な土地利用計画に基づく大区画ほ場整備 

●公共下水道の整備 

●生態系に配慮した水路の整備 

●畜産廃棄物のリサイクル利用 

●親水空間の整備 

越路町  

 

昔の越路のよみがえり 

●ホタルを中心とする、水辺空間を生活空間とし

て利用する生物のすみかの確保 

●生物調査・技術の充実及び歴史を含めた環境教

育の推進 

●棚田等農地の有効利用と生態系重視の農業の持

続的発展 

小国町  

人にやさしく、安らぎを感じる

豊かな自然を未来へ 

●平場地域…生産性の向上を図るとともに自然環

境に配慮した施設及び空間を創造する。 

●山間地域…貸農地事業の推進や景観形成として

の棚田の保存など多様な利用形態を検討する。 

●畜産農家との連携により、良質堆肥の供給源と

して地域農業に貢献するように努める。 

和島村  

 

 

美しく尊い自然遺産と共に 

●現況底面を維持した水路づくり 

●環境に対する地域住民意識の向上 

●年間を通したため池水量の維持 

●集落排水汚泥の農地還元 

●遺跡と自然を調和させた観光施設整備 

●歴史的・文化的遺産の保存を目的とした整備区

域の検討 

●田園風景の風情を残した環境整備 

●水質浄化とビオトープを一体化させた生態観察

空間の創出 
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栃尾市  

 

 

自然と農村が共生する 

オアシスを未来へ 

●自然に対する住民の意識向上を図り、豊かな水

源を守る。 

●ほ場整備における水路環境への配慮 

●周辺環境を取り込んだ構想による生活空間を創

出 

●自然との調和の中での文化遺産を活用したまち

づくり 

●毎年恒例行事の新規開拓 

●耕作放棄地を生態系回復・創造の土地として利

用 

●棚田保全 

●整備済箇所における自然の復元 

 

 

 

 

 

相野原観音堂(小国地域) 
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②農村環境計画（旧寺泊町） 

◎環境保全目標（キャッチフレーズ） 

「美しい海・大河・緑を守り、きらめく未来をめざす農村づくり・てらどまり」 

●環境保全の基本方針 

・豊かな自然、多様な生態系、美しい景観を守り育てる 

・人と自然が調和した快適な地域づくりを推進する 

・自然と共生する農業を推進する 

●広域的整備計画…環境特性・評価に基づくエリアの設定 

エリア区分 エリア内での環境配慮・整備目標 

◆多様な自然保全エリア ①将来に渡って残すべき自然の財産として、開発等人為負荷は可能

な限り回避する。 

②自然公園法等の規制に従いつつ、自然を体験したり、学んだりす

る機会や場をつくる。 

◆魅力ある農業・ 

心地よい農村形成エリア 

①公共下水道や農業集落排水事業等水質浄化策を促進する。 

②自然と共生できるような農業生産基盤の整備や、環境保全型農業

の推進を図る。 

◆美しい海岸保全エリア ①海岸美化の活動を進めるとともに、海や砂浜の利活用を検討する。

②環境保全や復元、維持管理を担う組織や団体への支援、リーダー

の育成を進める。 

◆伝統継承・交流促進エリア ①観光と農業をリンクさせ、安全安心をブランド化する等環境保全

型農業の発信の場に活用する。 

②農村文化を継承、保全する。農村文化の維持は農村の景観や自然

の保全につながる。 

◆潤いと憩いの水辺創造エリア ①水と緑の連続性の創出により動植物への分布地の提供の他、動物

の移動経路の確保を図る。 

②農村風景鑑賞の場、農村環境の体験の場として、人と自然との憩

いの場、人と水辺とのふれあいの場を創出する。 

●地域別整備計画…特定のエリアにおいて重点的に整備を進めるゾーニングの設定 

ゾーン区分 整備コンセプト 

◇自然と共生する田園ゾーン 

（魅力ある農業・心地よい農村形成エ

リア内） 

効率的な農業生産基盤整備と自然環境保全の両立を、工事技術や

手法、維持管理等多角的な面から調整を図る。 

◇交流農業推進ゾーン 

（魅力ある農業・心地よい農村形成エ

リア及び伝統継承・交流促進エリア内） 

農産物直売所の充実等地産地消の促進及び寺泊ブランド農産物の

発信を進める。 

 


